
(1）昭和59年5月10日 広 報 ほ う じ ょ う 第140号 

 広戸報 
町の 人 口 

（昭和59年4月30日現在） 

前月比較 

3, 981 (+9 ) 

4, 312 (+2 ) 

8, 293 (+11) 

世帯数 2, 688 (+4 ) 

男

女

計

 

定禅寺の藤 
5 月初旬が見ころ 

花見客でにぎわった連休 

’一一～、ー、・＝”一~ー・～、戸～、七・～～、 ．～一，→f～ー 

樹令約500 年といわれている定禅寺の藤は、毎年1. 3 -' 1.4 メー 

トルの見事な紫の花をつけます。 

昭和37年、福岡県文化財として指定され以来、シーズン（5月初 

旬）となると、花見客が近隣から、又遠方からつめかけにぎわいます。 

今年は寒かったせいか、少し開花が遅れましたが、見事な藤の花 

が咲き、連休には花の下で弁当を開く家族づれ、あるいは団体客で 

にぎわいました。 

5
月
の
こ
よ
み
 

1
日
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日
 

3
日
 

5
日
 

10
 

日
 

13
 

日
 

メ
ー
デ
ー
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八

夜

 

憲

法

記
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ど
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の
日
 

児

童

福
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週

間

 

立
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愛
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日
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指
導
員
が
安
全
運
転
を
指
導
 

下
田
川
四
ケ
町
合
同
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
四
月
八
日
（
日
曜
 

日
）
午
前
十
時
か
ら
、
下
田
川
四
ケ
町
 

（
赤
池
町
、
金
田
町
、
方
城
町
、
糸
田
 

町
）
合
同
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
が
、
 

初
め
て
糸
田
町
の
田
川
自
動
車
学
校
で
 

開
か
れ
ま
し
た
。
 

自
動
車
学
校
の
検
定
指
導
員
と
一
緒
 

に
、
コ
ー
ス
を
廻
り
、
自
分
の
運
転
を
 

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
、
今
後
の
安
全
 

運
転
の
指
針
と
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
 

四
ケ
町
か
ら
約
四
〇
名
が
参
加
、
ま
 

ず
田
川
署
の
交
通
課
長
か
ら
「
最
近
の
 

交
通
事
故
概
況
」
 
に
つ
い
て
話
を
聞
き
 

映
画
 
「
正
し
い
高
速
道
路
の
走
り
方
」
 

を
見
学
、
最
後
に
コ
ー
ス
を
走
行
し
ま
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第
二
十
七
回
婦
人
会
運
動
会
が
、
四
 

月
二
十
二
日
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
、
 

町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
会
は
婦
人
の
体
育
の
向
上
 

と
、
親
ぼ
く
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
 

て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

グ
ラ
ン
ド
に
は
、
二
十
一
支
部
が
勢
 

ぞ
ろ
い
、
開
会
式
の
後
競
技
が
開
始
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

競
技
は
対
抗
競
技
で
は
な
く
、
紅
白
 

に
分
れ
て
行
い
ま
し
た
の
で
、
選
手
に
 

対
す
る
重
圧
は
な
く
、
皆
ん
な
の
び
の
 

び
と
競
技
し
ま
し
た
。
 

又
、
仮
装
行
列
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
 

向
を
こ
ら
し
た
素
晴
し
い
も
の
ば
か
り
 

で
し
た
。
 

午
前
中
の
し
め
く
く
り
の
炭
坑
節
し
 

の
踊
り
で
は
、
皆
ん
な
輪
に
な
り
手
を
 

振
る
姿
は
、
方
城
町
婦
人
会
の
 
「
和
」
 

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

し
た
。
 

毎
日
車
は
運
転
し
て
い
る
の
で
す
が
 

学
校
の
コ
ー
ス
で
の
運
転
は
、
何
年
ぶ
 

り
か
、
い
や
数
十
年
ぶ
り
か
、
ず
い
ぶ
 

ん
自
分
の
運
転
の
く
せ
が
出
て
い
た
よ
 

う
で
す
。
 

「
カ
ー
ブ
で
の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
 

ぎ、 

ハ
ン
ド
ル
さ
ば
き
が
悪
い
（
逆
ハ
 

ン
ド
ル
）
、
中
央
線
に
寄
り
過
ぎ
、
 
一 

時
停
止
の
と
き
左
右
の
安
全
確
認
が
不
 

十
分
」
な
ど
、
指
導
員
の
先
生
か
ら
そ
 

れ
ぞ
れ
忠
告
を
受
け
ま
し
た
。
 

各
町
か
ら
二
人
ず
つ
優
良
運
転
者
が
 

選
ば
れ
ま
し
た
が
、
方
城
町
か
ら
選
ば
 

れ
た
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

村
田
あ
け
み
 

中
山
光
信
 

ヘ
フ
【
l

、
、
ノ
、
」
生
土
一
r
右
子
旨
三
 

ノ
、
白
に
世
、
ノ
、
お
、
打
】
ぐ
ノ
《
、
‘
J

・r 

第
十
四
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

野
添
常
会
が
優
勝
 

ど
ん
よ
り
と
曇
っ
た
四
月
十
五
日
（
 

日
曜
日
）
第
十
四
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
野
添
常
 

会
が
見
事
優
勝
旗
を
手
中
に
収
め
ま
し
 

た
 。

 午
前
八
時
開
会
式
の
あ
と
、
参
加
し
 

》つ 

た
二
十
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
は
、
そ
れ
 

ぞ
れ
の
会
場
（
町
民
グ
ラ
ン
ド
、
方
城
 

よ じ
 

ヤつ ほ
 

城
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
、
九
州
日
立
マ
ク
 

セ
ル
グ
ラ
ン
ド
）
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
 

し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
数
週
間
前
か
 

ら
、
夜
お
そ
く
ま
で
練
習
に
は
げ
ん
だ
 

選
手
た
ち
、
そ
の
選
手
た
ち
と
一
体
と
 

な
っ
た
つ
も
り
で
 
「
激
」
を
と
ば
し
、
 

応
援
す
る
応
援
団
の
人
々
 

。
」
 

試
合
は
次
々
と
消
化
さ
れ
て
い
き
ま
 

し
た
が
、
実
力
伯
中
 

の
た
め
七
回
を
終
っ
 

て
同
点
と
な
る
ケ
ー
 

ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

（
同
点
の
場
 

合
は
時
間
の
関
係
上
 

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
定
 

す
る
）
。
 

優
勝
す
る
に
は
実
 

力
プ
ラ
ス
運
？
も
関
 

係
あ
る
よ
う
で
す
。
 

今
回
は
そ
の
両
方
と
 

も
に
備
え
た
、
野
添
 

常
会
が
優
勝
戦
で
は
 

大
逆
点
で
、
湧
測
団
 

地
を
破
り
優
勝
し
ま
 

し
た
。
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(5）昭和59年5月10日 広 報 (4) 

伊

方

祭

り

 

各
地
で
山
笠
練
り
歩
く
 

田
園
を
渡
る
風
が
肌
に
こ
こ
ち
よ
く
 

感
じ
ら
れ
る
五
月
、
各
地
で
笛
や
太
鼓
 

の
音
が
空
高
く
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
 

伊
方
の
赤
坂
八
幡
神
社
と
、
白
髪
神
 

社
の
神
幸
祭
が
五
月
五
日
、
六
月
に
行
 

わ
れ
、
大
人
や
子
ど
も
た
ち
に
引
か
れ
 

た
山
笠
十
六
台
が
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
 

》っ 

ッ
シ
ョ
イ
の
か
け
声
も
勇
ま
し
く
、
地
 

よ じ
 

●つ ほ
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ト
ネ
ガ
提
供
 

第140号 ●つ よ じ
 

》つ ほ
 

区
内
を
練
り
歩
き
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

祭
は
豊
作
を
祈
る
も
の
で
、
両
神
社
 

と
も
五
日
午
後
か
ら
神
事
を
行
い
ま
し
 

た
。
白
髪
神
社
で
は
、
午
後
三
時
、
み
 

こ
し
が
お
く
だ
り
に
な
り
、
古
門
地
区
 

の
し
し
舞
い
が
登
場
、
山
笠
四
台
が
出
 

迎
え
祭
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
各
地
区
ご
と
の
山
笠
が
 

神
社
か
ら
お
旅
所
 

ま
で
、
笛
、
太
鼓
、
 

を
か
け
声
に
合
わ
 

せ
練
り
歩
き
ま
し
 

た。 ま
た
、
六
日
の
 

み
こ
し
の
お
上
り
 

に
は
約
五
百
人
の
 

見
物
人
が
見
守
る
 

中
、
み
こ
し
と
四
 

台
の
山
笠
が
、
約
 

三
時
間
練
り
歩
き
 

見
物
人
を
喜
ば
せ
 

ま
し
た
。
サ
ー
ヤ
 

ッ
サ
ー
の
か
け
声
 

が
晴
天
に
響
き
渡
 

り
、
お
祭
り
ム
ー
 

ド
は
町
全
体
に
波
 

及
し
、
初
夏
の
訪
 

れ
を
つ
げ
て
い
ま
 

し
た
。
 

西
田
俊
光
氏
（
後
谷
）
 

国
民
年
金
の
老
令
年
金
、
通
算
老
令
 

年
金
は
六
十
五
歳
に
な
っ
て
請
求
す
る
 

の
が
原
則
で
す
が
、
六
〇
歳
か
ら
六
十
 

四
歳
ま
で
の
希
望
す
る
と
き
か
ら
繰
り
 

上
げ
請
求
し
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
 

ま
す
。
 

こ
の
繰
り
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
六
十
 

五
歳
前
に
年
金
を
受
給
す
る
場
合
は
、
 

請
求
す
る
年
金
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
た
 

年
金
額
と
な
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
今
年
六
〇
歳
到
達
者
（
大
 

正
十
三
年
四
月
二
日
生
）
が
昭
和
三
十
 

ハ
 

六
年
四
月
か
ら
全
期
間
保
険
料
を
納
め
 

て
い
る
場
合
、
六
十
五
歳
か
ら
受
給
す
 

る
年
金
額
は
五
四
八
千
三
百
円
で
す
が
 

六
〇
歳
か
ら
繰
り
上
げ
て
請
求
し
た
場
 

合
の
年
金
額
は
四
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
減
 

額
さ
れ
た
三
一
八
千
円
と
な
り
ま
す
。
 

繰
り
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
受
給
す
る
減
 

額
さ
れ
た
年
金
額
は
、
六
十
五
歳
に
な
 

っ
て
も
増
額
さ
れ
ず
、
生
涯
、
減
額
さ
 

れ
た
ま
ま
の
年
金
額
と
な
り
ま
す
。
 

繰
り
上
げ
請
求
し
た
人
の
中
に
は
、
 

「
近
所
の
人
が
受
け
て
い
る
か
ら
」
な
 

ー
モ
ニ
カ
お
じ
さ
ん
 

「
福
智
園
」
 
を
訪
問
 

五
月
二
日
、
長
崎
県
か
ら
通
称
ハ
ー
 

モ
ニ
カ
お
じ
さ
ん
、
福
島
秀
吉
さ
ん
（
 

六
十
二
才
）
が
当
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

福
島
さ
ん
は
二
十
一
年
五
月
に
復
員
 

す
で
に
両
親
は
長
崎
市
に
投
下
さ
れ
た
 

原
子
爆
弾
で
死
亡
、
親
孝
行
が
出
来
ず
 

に
残
念
に
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
抑
留
 

時
代
に
覚
え
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
全
国
の
 

各
老
人
ホ
ー
ム
を
回
り
、
お
年
寄
り
を
 

元
気
づ
け
る
と
と
も
に
、
親
孝
行
の
ま
 

ね
ご
と
を
し
よ
う
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
訪
間
 

を
始
め
、
今
年
で
十
二
年
に
な
り
ま
す
 

福
智
園
に
は
今
回
が
三
回
め
の
訪
問
 

で
、
実
に
九
年
ぶ
り
で
す
。
 

ど
安
易
な
気
持
で
請
求
し
て
い
る
人
が
 

多
い
よ
う
で
す
が
、
平
均
寿
命
が
延
び
 

だ
れ
も
が
長
生
き
で
き
る
現
在
、
安
易
 

に
繰
り
上
げ
請
求
し
て
少
な
い
年
金
額
 

を
後
悔
し
な
い
よ
う
、
良
く
考
え
て
か
 

ら
請
求
し
ま
し
ょ
う
。
 

58 % 

ま
ず
役
場
で
あ
い
さ
つ
の
後
、
社
会
 

福
祉
協
議
会
に
立
ち
寄
り
、
最
後
に
「
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
智
園
」
 
へ
到
 

着
、
入
園
し
て
い
る
お
年
寄
た
ち
の
前
 

で
、
自
慢
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
約
十
五
曲
 

演
奏
、
ヤ
ン
ヤ
の
拍
手
を
あ
び
ま
し
た
。
 

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
に
は
、
童
謡
、
 

演
歌
、
軍
歌
な
ど
、
な
つ
か
し
い
も
の
 

ば
か
り
で
す
。
 

演
奏
し
な
が
ら
お
年
寄
り
に
は
唄
っ
 

て
も
ら
い
、
皆
ん
な
ひ
と
つ
に
な
っ
て
 

楽
し
み
ま
し
た
。
唄
い
な
が
ら
青
春
時
 

代
を
想
い
出
し
て
感
激
し
て
い
る
人
も
 

た
く
さ
ん
い
る
よ
う
で
し
た
。
 

ま
た
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
し
な
が
ら
 

。 

一
人
ノ
、
、
に
握
手
を
求
め
、
親
ぼ
く
を
 

い
っ
そ
う
深
め
ま
し
た
。
 

ー
モ
］
し
q
I
ノ
札
‘
そ
遣
ニ
旦
・
・
し
 
ョ
だ
ロ
カ
α
カ
》
し
田
メ
ー
ノ
、
り
方
」
 

お

め

で

と

う

 

書
道
学
生
八
段
位
合
格
 

昨
年
十
二
月
、
福
岡
市
で
学
生
書
道
 

八
段
位
の
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

九
州
各
県
か
ら
六
〇
人
が
受
験
、
当
 

町
か
ら
受
験
し
た
、
池
本
雅
和
さ
ん
（
 

中
学
三
年
 
後
谷
）
、
田
中
三
津
子
さ
 

ん
（
中
学
一
年
 
春
田
）
が
見
事
合
格
 

し
ま
し
た
。
試
験
は
午
前
十
時
か
ら
午
 

後
三
時
ま
で
行
わ
れ
、
実
技
の
方
は
条
 

幅
紙
に
行
書
、
半
紙
に
槽
書
を
、
自
己
 

書
法
で
揮
竜
す
る
方
法
で
実
施
、
学
科
 

は
、
書
に
関
す
る
一
般
知
識
、
歴
史
、
 

作
文
の
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

作
 

文
 

田

中

三

津

子

 

私
は
、
弁
城
小
学
校
二
年
の
十
月
か
 

ら
、
地
域
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
、
 

春
田
子
ど
も
会
習
字
教
室
が
始
ま
り
、
 

初
め
て
筆
を
握
っ
て
か
ら
六
年
間
、
八
 

段
位
合
格
を
目
標
に
頑
張
っ
て
来
ま
し
 

た
。
し
か
し
、
本
当
は
習
字
に
行
く
の
 

が
嫌
い
で
、
父
母
に
尻
を
た
、
か
れ
、
 

い
や
い
や
通
い
ま
し
た
。
級
は
上
が
ら
 

ず
面
白
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
 

亡
き
弁
城
小
学
校
の
泉
先
生
や
、
習
字
 

教
室
か
ら
毎
年
行
く
、
楽
し
い
弁
城
と
 

伊
方
の
交
流
キ
ャ
ン
プ
等
に
励
ま
さ
れ
 

て
、
現
在
に
至
っ
た
の
で
す
。
 

受
験
の
日
は
、
上
手
な
人
ば
か
り
の
集
 

ま
り
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
私
は
今
ま
 

で
習
っ
た
こ
と
を
こ
の
一
日
に
か
け
て
 

頑
張
り
ま
し
た
。
自
信
が
無
か
っ
た
の
 

で
、
合
格
通
知
が
来
て
、
八
段
位
認
定
 

の
賞
状
を
手
に
し
た
と
き
は
、
今
ま
で
 

の
苦
労
は
ふ
き
飛
び
、
書
を
習
う
機
会
 

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
教
育
委
員
会
と
 

一
生
懸
命
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
橋
本
先
 、

 

生
に
、
感
謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
 

こ
の
喜
び
を
忘
れ
ず
、
何
事
も
努
力
、
 

練
習
の
積
み
重
ね
が
大
事
と
い
う
事
を
 

心
に
置
い
て
、
今
ま
で
教
え
て
も
ら
っ
 

た
も
の
を
、
今
度
は
私
が
後
輩
達
に
教
 

え
て
あ
げ
な
が
ら
、
先
生
に
な
る
夢
を
 

抱
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

方
城
中
学
校
P
T
A
 

全
国
表
彰
受
賞
 

昨
年
本
校
P
T
A

（
父
母
教
師
会
長
 

池
永
清
隆
さ
ん
）
は
P
T
A
創
立
 35
 

周
 

年
記
念
式
典
で
全
国
三
万
四
千
の
小
・
 

中
学
校
よ
り
選
ば
れ
て
日
本
P
T
A
会
 

長
賞
を
受
け
る
三
十
四
P
T
A

の
ー
つ
 

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
本
校
P
T
A
 

会
員
の
尽
力
と
町
民
あ
げ
て
の
御
支
援
 

の
賜
と
今
日
ま
で
苦
労
を
共
に
し
た
会
 

員
の
方
々
と
一
緒
に
大
き
な
喜
び
に
ひ
 

た
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 
こ
こ
数
 

年
方
城
様
P
T
A

は
大
き
な
試
練
を
受
 

け
ま
し
た
。
全
国
的
な
非
行
問
題
の
渦
 

中
に
方
城
中
学
も
あ
り
ま
し
た
。
落
ち
 

つ
い
て
生
徒
が
勉
強
で
き
る
よ
う
に
巡
 

回
に
も
と
り
く
み
ま
 

し
た
。
本
会
の
活
動
 

と
し
て
実
践
し
た
こ
 

と
は
P
T
A

の
各
専
 

門
委
員
会
の
活
動
を
 

常
に
学
校
の
動
き
に
 

合
せ
て
活
発
化
し
て
 

い
く
と
い
う
こ
と
で
 

し
た
。
学
校
側
も
現
 

状
や
問
題
を
各
委
員
 

会
や
地
区
懇
談
会
で
明
ら
か
に
し
て
父
 

母
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
 

『
自
分
の
子
供
も
、
他
家
の
子
供
も
み
 

な
方
城
中
の
生
徒
と
し
て
目
を
か
け
る
 

よ
う
』
が
合
言
葉
で
す
。
役
員
は
職
員
 

室
で
先
生
方
と
、
廊
下
で
は
生
徒
と
声
 

を
交
わ
し
ま
し
た
。
生
徒
作
文
を
の
せ
 

た
総
務
部
の
新
聞
発
行
、
他
校
P
T
A
 

と
の
交
流
、
厚
生
部
の
制
服
指
定
に
よ
 

る
ガ
ク
ラ
ン
追
放
。
今
で
は
全
校
生
徒
 

が
校
章
入
り
の
制
服
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

父
母
教
師
生
徒
が
一
体
と
な
っ
た
、
バ
 

レ
ー
・
ソ
フ
ト
大
会
、
し
つ
け
や
性
教
 

育
の
成
人
教
育
講
演
会
、
深
夜
に
お
よ
 

ぶ
教
師
・
教
護
委
員
の
校
外
補
導
。
こ
 

う
し
た
学
校
の
内
と
外
と
の
活
動
で
鎮
 

静
化
し
ま
し
た
。
父
母
が
変
わ
れ
ば
教
 

師
が
変
わ
る
。
教
師
が
変
わ
れ
ば
、
子
 

供
が
変
わ
る
。
父
母
全
教
師
一
体
と
な
 

っ
た
愛
情
あ
る
き
び
し
い
指
導
を
す
る
 

こ
と
を
の
ぞ
み
ま
し
た
。
今
後
も
青
少
 

年
育
成
の
諸
団
体
が
よ
り
よ
い
中
学
生
 

の
育
成
と
い
う
こ
と
で
連
動
し
て
い
た
 

だ
く
事
を
希
望
す
る
と
共
に
、
中
学
校
 

の
ー
そ
う
の
飛
躍
を
期
し
て
本
校
P
T
 

A
も
努
力
を
つ
づ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

よ
ろ
し
く
御
支
援
下
さ
い
。
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人
権
擁
護
の
日
（
六
月
一
日
）
 

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
き
何
よ
り
も
国
民
 

の
基
本
的
人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
が
国
家
の
責
務
 

と
し
て
国
民
の
間
か
ら
呼
ば
れ
、
基
本
的
人
権
を
基
調
と
し
日
 

本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
う
し
た
背
景
の
下
に
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁
 

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守
 

る
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
 

で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
擁
護
委
員
の
制
度
 

の
始
ま
り
で
す
。
 


